
行田市の古墳 関東の石舞台

八幡山古墳 　　　正面に露出した石室が見える



　　　　　　羨道（前室の入口）には門扉が付いている





　　　門扉両脇の石は秩父地方から運搬された緑泥片岩







八幡山古墳の名称は、江戸時代から石室内に八幡社を祀ってきたことに由来するという









石室は胴張りで羨道、前室、中室、玄室からなる複室構造という













休日には内部が公開されていたのだが、東日本大震災以降全く開かずの間となってしまっているようだ（折角日曜日に行ったのに）







参考ホームページ
http://sgkohun.world.coocan.jp/SAITAMA/gyoda/hatiman.html
http://www.bell.jp/pancho/travel/saitama/hatimanyama%20kofun.htm

http://sgkohun.world.coocan.jp/SAITAMA/gyoda/hatiman.html
http://www.bell.jp/pancho/travel/saitama/hatimanyama kofun.htm


　外周を廻ってみる/公園となっている



　「県指定　八幡山古墳石室」とある



　右端に玄室部分の頭が飛び出ている



　中央に玄室部分の頭が飛び出ている/右端は調査隊の車



「さきたま古墳群と史跡散策コース」の看板と石室の頂部が見える



小見真観寺古墳/小見真観寺
　　↓

←地蔵塚古墳

←八幡山古墳



地蔵塚古墳 県内唯一、線刻画のある
　　　次は八幡山古墳のすぐ近くにある地蔵塚古墳である







　　石室の形態は胴張りで、奥壁と天井石に緑泥片岩、その他は角閃石安山岩を使用した横穴式石室という













墳丘に登ってみる



　社殿がある





前方が地蔵堂



　　墳頂に地蔵堂が安置されていることから、地蔵塚古墳と呼ばれているとのこと



　墳丘を下りる





外周を廻ってみる





　　地蔵塚古墳石室復元記念碑とある



　墳丘の社殿





公園となっている











小見真観寺古墳 将軍塚古墳と肩を並べる
　　さて次は小見真観寺古墳である



　　　　正面の小山が古墳である







墳丘に登ってみる



　　　　鞍部（前方部と後円部の境の凹んだ箇所）にある一つ目の石室/箱式石室





インターネットより

参考ホームページ

http://www.bell.jp/pancho/travel/saitama/omisinkanji%20kofun.htm

http://sgkohun.world.coocan.jp/SAITAMA/gyoda/omi.html

http://www.geocities.jp/fukadasoft/kofun/omi/index.html

http://www.bell.jp/pancho/travel/saitama/omisinkanji kofun.htm
http://sgkohun.world.coocan.jp/SAITAMA/gyoda/omi.html
http://www.geocities.jp/fukadasoft/kofun/omi/index.html


　　　　　鞍部から方墳部分を見る



　墳丘を下りる



前方墳部分方向





後円墳部分方向





　　　　前方は二つ目の石室/後円墳部分の横穴式石室















　　反時計回りに裏手を廻ってみる





　後円墳部分







　前方墳部分





　　「史跡　小見真観寺古墳」とある



　　　境内側から前方墳部分を見る



　　　　　↑
　　八幡山古墳


